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１ これまでの経緯 

 美作地区の小中学校、公民館に放課後、土曜日及び夏休み冬休み等の長期休業

日に学習支援ボランティアとして美作大学の学生がかかわるようになって８年が過ぎ

た。その間のことについて簡単に経緯を記す。 

 

平成２３年度 

津山市教育委員会学校教育課主催「ホリデーわくわくスタディ」として土曜日・長期

休業日を中心に津山洋学資料館、津山郷土博物館、津山高専、アルネ等を会場に学

習支援に出かける。 

 

平成２４年度～２５年度 

 津山市内の小・中学校、勝央町の勝間田小学校、勝央北小学校、奈義町の奈義中

学校等に岡山県教育委員会主催の「放課後学習サポート事業」及び「学校支援地域

本部事業」等の事業の学習支援ボランティアとして出かける。 

 

平成２６年度～２８年度 

 福武教育文化振興財団による「大学が地域と連携して行う活動」として、「大学と地

域の小・中学校との連携による『放課後学習』」の助成を３年間いただき、主に津山市

教育委員会（生涯学習課）・鏡野町教育委員会と連携し、「放課後学習サポート事業」

及び「地域学校協働本部事業」等の事業の一環で小・中学校、公民館での学習支援

を行う。 

 

平成２９年度～平成３０年度 

 引き続き、継続した支援をして欲しいという要望を受け、美作大学・美作大学短期大

学部の地域生活科学研究所による助成を受け、２８年度までの取り組みを継続して

行う。 

 

 



２ ねらい 

（１） 岡山県児童・生徒の学力向上を目指す 

各学校・公民館では、地域の状況に合わせて教育課程外の補充学習の様々

な取組を朝、放課後、土曜日、長期休業日を活用して行っている。 

① 県北の児童・生徒の学習の習慣化を図り、「学習支援」のスタッフとして大学

生を派遣提供し、学力向上の支援を行う。 

② 学力低下、学習意欲の低下、生活習慣の乱れなど、この時代の大きな課題

に対しての問題解決のきっかけとして地域を巻き込んだ取組を目指す。 

 

（２） 学校・家庭・地域が連携・協働し、地域をあげて教育を推進する体制の強化や

地位教育力の充実を目指す。 

① 公民館等を会場として、子どもたちが人や地域とつながることができる場を

設定する。 

② 「学習支援」「子どもの居場所づくり」「まちづくり」「家庭教育支援」「学校支

援」 

 

３ 期待する成果 

①  児童・生徒にとっては、教師や地域の大人よりも年齢的に身近な学生によ

る指導を通して素直に学ぶことができる。 

② 学習に対する姿勢が消極的な児童・生徒への学習サポートで底上げにつな

げられる。 

③ 現場の先生方や地域の方々と協力して指導を行うことで、学生は先生方の

指導法を学んだり、コミュニケーション能力をも向上させることができる。 

④ 運営スタッフとして参加する中高生の若者の先輩として、リーダーシップを取

り、小学生への指導を行うことができる。 

４ 中学生・高校生の公民館行事への受け入れ 

 津山市教育委員会生涯学習課・津山市公民館は、「中学生・高校生の公民館行事

への受け入れ」として、公民館が行う講座や行事について、運営スタッフとして中高生

を平成２９年度より募集を始めた。 

① 中高生の活動内容 

   

会場受付、宿題の支援、工作などの補助、調理実習の補助、野外活動の手伝い、

絵本の読み聞かせ、講座の準備・片付け 



② 趣旨 

 

学校・家庭・地域がお互いに連携・協働し、地域をあげて子どもたちを育てる「地 

域学校協働活動」に取組む必要性が文科省から示された。 

  これを受け、津山市でも生涯学習課や公民館で、地域の人や団体、高校、高専、

大学、企業等の協力を得ながら、地域の実情に応じた子どもたちの居場所づくり 

を積極的に進めている。また、その中で、子どもたちが地域の方から学び、ふれあ 

いや交流を通じて、郷土を愛する心や将来に渡って津山に住み続けたいと思う 

気持ちの醸成も進めている。 

   しかしながら、今までの公民館活動などでは、小学生までを対象とした講座が 

ほとんどであったことから、地域の中で若者が活躍できる場面を整備することが 

必要となっていた。 

   そこで、中高生を公民館で行う講座や行事などにスタッフとして受け入れ、若 

者が地域の方との交流や地域課題について一緒に考える経験などを通じて、地 

域の一員としての意識や行動力を醸成させたい。 

 

５ 公民館活動の実際 

 （１）城西公民館（まちばの寺子屋） 

 「まちばの寺子屋」は、平成２７年度に開講。地域の人や美作大学の学生がボラン

ティアスタッフとして勉強、遊び、伝統行事などの体験活動を行ってきた。 

夏休みには、 「夏休みの宿題をやっつけよう」１６日間実施。「夏休みスペシャル」と

して絵画教室、書道教室、風鈴づくり、アクセサリー作り、座禅体験３世代料理教室等

６日間実施。また、夏休みに限らず、１年間を通して、毎週土曜日に学習時間を設け

ている。本大学の学生も、年間を通して、スタッフとして参加してきた。 

 



 

 

 



 
 

 



 

 
 

 まちばの寺小屋  活動風景 

 



（２）河辺公民館（河辺ゆうゆう学級） 

  河辺公民館では、ここ数年夏休みのお盆前に４日間の夏休み補充学習「河辺ゆう

ゆう学級」を開催している。地元の元教員と美作大学の学生がスタッフとして指導に

あたっている。下学年と上学年の２クラス前半・後半に分けて指導。 

 他の大学の学生や、中高生のボランティア参加もある。 

 最終日には、スタッフ、公民館長で反省会を３０分ほど設けて次年度の改善につな

げている。 

 

 

 



 

平成３０年 夏休み河辺ゆうゆう学級 反省会 

     ☆：学生   ・：地元スタッフ 

☆色々と揃っていてよい環境で勉強ができる。 

   コピーできる問題集（全学年分）、筆記道具、参加者一覧表、参加者名札 

☆子どもがやる気があって、指導者の声掛けをきちんと聞いている。学校でもちゃん

とできているのだろう。良い成長をしていると思う。 

☆鉛筆の持ち方が気になる子が多くいた。 

   学校でも指導する必要がある。 

☆1 日だけだったがやる気が有り、指導しやすかった。子どもと仲良くなれた。 

☆同じ学年でまとまった方がやり易いと思う。 

   机の配置を考え直したい。 

☆意欲的で良かった。 

   ここに来ている子どもは、前向きで積極的である。そうでない子への手立てを考 

えたい。 

☆国語をやる子がいたので辞書が必要。 

   家庭で使わない国語辞典、漢字辞典、地図帳を準備しておく。 

☆教え甲斐が有った。 

   スタッフも気持ちよく、楽しく指導できる雰囲気、環境が大切。 

☆また機会が有れば参加したい。1 日だけど環境が良かった。 



・１日目は、反抗的でやる気のない子が居て困った。 

 ２日目から、その子は来ていないが、どうしたのか。家庭の都合かもしれない。 

・やる気のある子に来てほしい。 

   せっかく来る子どもに、どのようにやる気にさせるかも考えたい。 

・ゆっくりやる事が出来ない子がいた。 

確実にやる事を教えていかなくてはならない。 

・ほとんどの子がやる気で来ていてすばらしい。 

・何をやるか目標をきちんと決めて来ている。 

・漢字をやる子にはドリルが必要。 

   漢字ドリルとか、漢字の問題集があればよい。 

・難しいところをやることに意義が有る。 

家でやって分からないところをスタッフと一緒にやるようにさせたい。 

・高学年は友達と話し合い（相談）をしながらやっていて盛り上がって良かった。 

   スタッフが教えるだけでなく、友達同士で教え合うことも必要だ。 

・校長先生と教頭先生が初めてだが、来たのは良かった。 

他の先生にも来てほしい。先生方が来て見ることで、ゆうゆう学級のチラシを児

童に配るときの声掛けが変わってくるはずだ。 

・男子学生が来てくれたのが良かった。 

・子どもが知らない人と接するのが良い。 

   新たなふれあいや交流が生まれる。 

・来られる子は恵まれているが、来られない子をどうするかが問題。 

   児童クラブのようにクラブの先生が引率できる場合は、安全である。 

   おうちの人が送迎できない場合が多いのが現実である。 

・ゆうゆう学級が定着してきたのが良い。 

   地元スタッフへの声掛けは今後も必要である。 

・子どもにやる気が有り、しかも学生が対応してくれたのが良かった。 

・学生も貴重な体験が出来たと思う。 

・字が汚い、言葉遣いを直させなくてはならない。 

スタッフに優しさと同時に厳しさも必要である。 

・子どもからのメッセージをもらいアドバイスを伝える事が大切。 

・プリントは分かりやすく良かったが、もう少し難しくても良い。 

・プリントの○付けは良かった。とても喜んだ。 

   頑張ったシールやスタンプも用意したい。 

 

 



６ 秀実小学校での取り組みの実際 

 

 

 

 

 秀実小学校での放課後学習参加者は、2・3 年生の希望者である。2 学期 9 月から

実施したいが大学生の都合でなかなかできない。また、開催曜日も学生の空き時間

とうまく調整できない。例年に比べ、学生ボランティアの確保が困難であった。 

  それでも、複数の学生が、うまく調整しながら参加してくれた。 



７ その他の取り組み 

  要望があったところには、できる限りボランティアスタッフとして参加してきた。 

 中学生への指導は、高校入試対策が多かったが、学生は、前もって参考書や教科

書、問題プリントを見ておいて臨むようにした。 

 

８ 成果と課題 

 



 

 

 


